
その 6、オルタ 

6 回目の巡礼の旅はオルタ湖のオルタ・サンジュリオにあるサクロ・モンテです。ここはイ

タリアの守護聖人の一人であるアッシジの聖フランチェスコの聖山（サクロ・モンテ）で

す。20 の礼拝堂には、（キリストの生涯ではなく）聖サンフランチェスコの生涯が、フレス

コ画と彫像で画かれています（添付に礼拝堂毎のイタリア語詳細があります）。ここのサク

ロ・モンテの造営は 3 つの期間に分かれていて、 初の期間はサクロ・モンテの中で 3 番

目に古く 1590～1630 年頃までのものです。第 2 期間は 17 世紀末まででバロック様式で、

第 3 期間は 18 世紀末まででバロック様式を混ぜた独特の様式となっています。 
ここのサクロ・モンテは保存状態も良く小さくまとまっていますので観光には一番適して

います。サクロ・モンテまでの道は、他のサクロ・モンテと同様に丘を登って行かなくて

はいけないのですが、徒歩での登りはそれほどきついものではありません。サクロ・モン

テ内も高低差はそれほどでもなく散歩の感覚で巡礼をする事が出来ます。サクロ・モンテ

内にカフェもありゆっくりと休むことも出来ます。サクロ・モンテの一番礼拝堂の前の展

望台からはオルタ湖に浮かぶサン・ジュリオ島の景観が楽しめます。今回は、天気もすば

らしく（列車からも雪の残るアルプスがきれいに見えていました）、サン・ジュリオ島は、

そこで足を止めない人はいないほど本当にすばらしい景色でした。いくら見ていても飽き

ない景観というのはこういうのをいうのでしょうね。サクロ・モンテを忘れそうでした。 

 

 



 
 
オルタ湖はイタリア北部の湖の中では一番小さな湖ですが、イタリア人には非常に人気が

あります。インターネットで日本人旅行者の書き込みを見ても評価が高い観光地です。華

やかなヴィラのあるコモ湖やボッロメオ諸島に代表されるマッジョーレ湖とは違い派手さ

がなく落ち着いた雰囲気が人気のある理由と言われています。確かにオルタ・サンジュリ

オの街を歩くと、市庁舎に代表される古い建物と全体的なひなびた感じがこの街の落ち着

きを出して大人の雰囲気があります。但し、庶民的で高級感はありません。古い建物の間

の狭い道には自動車が入れないことも、雰囲気が良い理由の一つです。すっかりこの街が

気に入ってしまいました。特に、サン・ジュリオ島を正面にしたサン・ジュリオのマリオ・

モッタ広場は 高です。まさに至福のひと時をすごせます。日本人の観光客は見ませんで

したが、今は観光客が多い季節のようです。 

 
 
オルタ・サンジュリオには、サクロ・モンテを除いてこれと言って観光名所と呼べるもの

は少なく、しいて言えば、オルタ湖そのものとそこに浮かぶサンジュリオ島です。この湖

にあるサン・ジュリオ島には 4 世紀に建立し 12 世紀に再建されているサン・ジュリオ聖堂

があります。サン・ジュリオ島にはマリオ・モッタ広場から 45 分間隔でボートが出ていて

5 分もあれば到着するみたいです。でも、島に行くより島を見ていた方が、粗が見えなくて

良いかもしれません。そのオルタ・サンジュリオの街の背後にある標高 401 メートルの丘



の上にサクロ・モンテが造営されています。オルタ・サンジュリオの街には観光用のミニ

トレインが動いています。街とツーリスト・インフォメーションを連絡しているので、サ

クロ・モンテのそばまで行くのではないかと思います。この観光用のミニトレインだけが

街内とマリオ・モッタ広場に入ることが出来ます。 

 

 

 
 
オルタ湖は 20 世紀の後半、付近の工場による公害で水質汚染がひどく、湖のほとんどの生

物が死に絶えてしまいました。汚染の広がりが更に膨らみ、下流のマッジョーレ湖に流れ

込む恐れもあったことから問題が大きくなり、工場に対する規制を行うとともに、オルタ

湖の水質改善を進めました。水の浄化と酸性水の中和等、多大な努力の結果、2000 年まで



に水質が改善され、湖に生物が戻ってきたそうです。今でも、浄化設備は常に動いていま

すが、湖は今では澄んだきれいな水で満たされ、湖の生物は生き生きとしています。 悪

の状態からここまで改善された湖は、世界でもここだけとのことでイタリア人の誇りでも

あります。サン・ジュリオ島が正面に見えるオルタ・サンジュリオの中央広場のベンチで

パニーニを食べていると、「子供達のためにも、この美しい自然と生き物にとって 高の環

境を維持していくのは我々の努めである」等と、普段は考えたこともないような思いが湧

いてきます。イタリア人に、「グッド・ジョブ」と言いたいですね。 

 
 
オルタ湖畔のオルタ・サンジュリオの街には Orta Miasino 駅から歩いて行けます（2 キロ

弱）。湖沿いの散歩道のようになっていますので、湖の景観を見ながら歩くと時間を忘れま

す。車は通りますが少なく、歩いている人も結構多い道です。Orta Miasino 駅から約 1 キ

ロ弱（徒歩で 10 分弱）のところにツーリスト・インフォメーションがあります。宮殿のよ

うなホテルのそばですからすぐにわかります。そこから、ミニトレインが出ていて、それ

に乗ってもオルタ・サンジュリオの街（マリオ・モッタ広場）へ行くことも出来ます。も

ちろん、有料です。ツーリスト・インフォメーションの前の大きな駐車場のところにサク

ロ・モンテの入口があり、そこから山道を登るとサクロ・モンテです。サクロ・モンテへ

はオルタ・サンジュリオの街からも行く事が出来ます。そちらのほうの入口は第一礼拝堂

に繋がっています。どちらから入ってもサクロ・モンテはそれほど大きなエリアではない

ので問題はありません。サクロ・モンテの見学には約 2 時間が必要です。それに、オルタ・

サンジュリオを散策する時間が絶対に必要ですので、それも考えて計画してください。 
 
Orta Miasino 駅までは、Novara から国鉄で 40 分です。列車の左側の窓からオルタ湖が見

えたら直ぐに到着です。但し、列車の本数が多くありません。特に、午前中には列車がな

く、ノヴァーラから代替のバスが運行しています。私は、ノヴァーラ発が 12 時 23 分で Orta 
Miasino 駅着は 1 時過ぎでした。帰りは、昼過ぎから夜まで 2 時間おきくらいにノヴァー

ラ行きの列車があります。料金は、通しで片道 5.4 ユーロです。 



Sacro Monte di Orta 
ここ、オルタ・サンジュリオのサクロ・モンテはアッシジの聖フランチェスコの生涯を画

いたものですので他のサクロ・モンテとは内容が異なります。聖フランチェスコはイタリ

アでもっとも有名な聖人で、イタリアの第二守護聖人でもあります。その遺骸はアッシジ

の聖フランチェスコ聖堂に納められています。英語読みですとサンフランシスコとなりま

すので、世界的にも愛されている聖人といえるでしょう。フランシスコ修道院の創設者と

しても有名です。聖フランチェスコの生涯でハイライトされる項目を日本語で表現すると

下記の通りです。 
 聖サンフランチェスコの誕生 
 ベルージャの戦い後の牢獄 
 ハンセン氏病患者への奉仕 
 聖ダミアーノで受けた告知 
 財産の放棄と修道会の設立 
 各地での貧富の差のない説教 
 修道会設立のローマ法王への嘆願 
 サンタ・クララによる女子修道会設立 
 手足と脇腹の聖痕 

 
礼拝堂は上記の生涯を物語風に 20 に分けて表現しています。 
Cappelle I : Nascita di San Francesco 
Cappelle II : Il Crocifisso parla a San Francesco nella Chiesa di San Damiano 
Cappelle III : San Francesco rinuncia ai suoi beni nelle mani del vescovo di Assisi 
Cappelle IV : San Francesco ascolta la messa 
Cappelle V : Vestizione dei primi seguaci 
Cappelle VI : San Francesco invia i primi discepoli a predicare. Primi miracoli compiuti da essi 
Cappelle VII : L’approvazione della regola francescana da parte del Papa innocenzo III 
Cappelle VIII : San Francesco appare ai frati su di un carro di fuoco 
Cappelle IX : Vestizione di santa Chiara 
Cappelle X : La vittoria di san Francesco sulle tentazioni 
Cappelle XI : San Francesco ottiene da Gesù il privilegio dell’indulgenza della Porziuncola 
Cappelle XII : Cristo approva la regola francescana 
Cappelle XIII : San Francesco, per umilta, si fa condurre nudo per le vie di Assisi 
Cappelle XIV : San Francesco davanti al sultano d’Egitto 
Cappelle XV : San Francesco riceve le stigmate sulla Verna 
Cappelle Nouvo :  
Cappelle XVI : San Francesco torna ad Assisi dalla Verna prima di morire 
Cappelle XVII : Morte di San Francesco 
Cappelle XVIII : Nicolo III, un Vescovo ed il segretario sulla tomba del Santo 
Cappelle XIX : I miracoli sul sepolcro del Santo 
Cappelle XX : La canonizzazione di san Francesco 
 

下記は礼拝堂以外のモニュメントです。 
Chiesa di San Nicolao 
Arco d’Ingresso 
Fontana 
Pozzo 
 



Planimetria del Sacro Monte (Orta-San Giulio)地図 

 
オルタ・サンジュリオの地図です。 

 

サクロモンテ入口 

駅は、このあ

たり

駅方面

街方面 

展望台 



オルタ・サンジュリオ（追記） 

オルタ・サンジュリオにまた、行ってきました。今回は、1 泊してサン・ジュリオ島まで行

ってきましたので、前回の報告に書き足すこととしました。今回も、サクロ・モンテには

行きましたが、もう、サクロ・モンテは書き足すこともありませんので省きます。 
ここ、オルタ・サンジュリオは、サクロ・モンテよりもオルタ湖、オルタ・サンジュリオ

の街、サン・ジュリオ島と周りの景色が 高です。それに加えて、マリオ・モッタ広場で、

サン・ジュリオ島を眺めながらのくつろいだひと時も 高です。ですから、どうしてもも

う一度来たいと考えていました。今回も好天に恵まれ、このすばらしい環境を堪能するこ

とが出来ました。ノヴァーラを昼過ぎに出てオルタ湖に着いたのは午後 1 時半過ぎです。

まず、サクロ・モンテの丘に登り、丘の上からサン・ジュリオ島の景観を楽しみました。

何度見ても 高の景色です。この景観を見るためには、多少の勾配も苦になりません。実

際、ここのサクロ・モンテは、他のサクロ・モンテと比べても上り勾配が楽なので、サク

ロ・モンテの中では一番観光に適しています。 
 
サクロ・モンテを観光した後、オルタ・サンジュリオの街に降りてくると、もう、夕方で

した。夕方から夜にかけては、沈み行く太陽で刻々と変わる景観もゆっくりと見ることが

出来ました。やはり、良いところに行く時は 1 泊旅行を計画すべきですね。忙しい、日帰

り旅行では味わえないリッチな景観です。 

 

 
 
次の日も、朝日が当たり金色に輝くサン・ジュリオ島には何も言葉が出ませんでした。早

起きは三文の得とはこのことを言うのですね。夕焼けよりもきれいな朝焼けでした。もち

ろん、誰もいない街の中の散歩も 高でした。 



  

  
 
朝食の後は、いよいよサン・ジュリオ島へ行きます。島へは定期便もありますが、小さな

ボートでも行く事が出来ます。ボートは往復で 4 ユーロで、5,6 人も集まればボートを出し

てくれます。大人数を運ぶ定期便（往復で 2.5 ユーロ）では、この小さなサン・ジュリオ島

には不釣合いのような気がします。ボートは 5 分もすればサン・ジュリオ島に到着します。

この島には、女子修道院と、4 世紀後半にこの島に建てられたサン・ジュリオ教会がありま

す。現存する建物は 12 世紀にロマネスク様式で建てられたものですが、それでも、その外

観からは十分な歴史を感じることが出来ます。でも、1 歩教会の中に入ると、がらりと変わ

り、その豪華さ（多分、バロック調です）にはびっくりさせられます。でも、そのすばら

しさに、撮影禁止なのも忘れて写真を撮らずに入られませんでした。島の中は 1 周を歩い

て回っても 5 分くらいの小さな空間です。そこには、新しいものは何もありませんから、

正に中世の世界に迷い込んだようになってしまいます。ここの修道院では、石鹸やレース

を作っているようで、島の中に一つだけ売店があります。でも、これらのものは、オルタ・

サンジュリオのマリオ・モッタ広場にある土産物屋でも購入する事が出来ます。 

 



  

  
 
後に、ホテルの話ですが、広場に面した古い建物でしたが、建物の中はなんと、この中

世の街並とは全く似つかわしくないデザイナーズ・ホテルでした。特にシャワールームが

ガラス張りで、新婚旅行にはぴったり？かもしれませんが、シルバームーンにはちょっと

迷惑です。でも、犬を連れている客がいましたのでペットは可です。面白いことに、ホテ

ルのレセプションとレストランは、直ぐ近くですが別のところにあり、ホテルの建物に入

るには、ドアーを暗証コードでアンロックして自分で開けます。かなり無用心ですが、ミ

ラノと違って、この街は泥棒も少ないのでしょう。このホテルのレストランは 10％安くし

てくれて、しかもなかなか美味でした。朝食のビュッフェも（特に、ハムとチーズが）非

常に充実していました。ですから、シルバームーンでも、ホテルは◎でした。それに加え

て、街の人たちやホテルの従業員達はすごく親切で気分が悪くなるようなことは一つもあ

りませんでした。日本人観光客も少ないこの街は、絶対にお奨めです。 

  


